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研究成果概要 
平成 29年度も中国チベット自治区羊八井宇宙線観測所において、雷雲到来時の大気

電界測定器としてBoltek社のフィールドミル電界計と、落雷検出器として同社の Storm 
Tracker を設置して定常観測を行っている。地上の空気シャワー観測装置と地下のミュ
ーオン観測装置との連動観測も始まっており、データの統計量を高めてから、雷雲から

の高エネルギー放射線と宇宙線空気シャワーとの相関について、データ解析を行う予定

である。 
平成29年度は特に横浜国大のグループを中

心に雷雲電場中の空気シャワーカスケードの

シミュレーション研究を行った。図１に示すよ

うな典型的な雷雲電場モデルを仮定して、チベ

ットでの空気シャワー観測装置で検出される

データへの影響を調べた。 
シミュレーションの結果は、雷雲電場の影

響により、空気シャワー荷電粒子群の横広がり

が有為に増加することを示した。図 2で示すよ
うに、どちらのモデルでも４〜７σの統計精度

でチベットの空気シャワーデータでも影響を

検証できることが分かった。今後は実際のデー

タを解析することにより検証していく。 
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図 2	 ヒット台数とエクセス 

図 1	 電場モデル 


